
様式第１号 令和６年度 部の運営方針管理書 

部 局 名 子ども部 

部 局 長 名 星 範之 

部の運営方針 〇我孫子市第四次総合計画基本構想の基本目標３「子どもと子育てにあたたかいまちづくり」に基づき、若い世代が我孫子を選び、移り住ん

でもらえるよう、また、これからもずっと住み続けてもらえるよう子育て・子育ち支援施策を総合的に推進します。さらに、子ども・子育て

支援事業計画を兼ねた「第四次我孫子市子ども総合計画」の進行管理を行い、乳幼児期の保育と教育や地域の子ども子育て支援策の充実を

図ります。 

・第四次我孫子市子ども総合計画の性格を引き継ぎつつ、子ども・若者計画及び子どもの貧困対策計画を包括した「第五次我孫子市子ども総

合計画」（令和７年度～令和１１年度）を策定し、子育て・子育ち支援策の充実を図ります。 

・少子化対策として、結婚・妊娠・出産・子育て・子育ちへの切れ目ない支援を推進していきます。 

・子育て支援拠点施設を核とし、妊娠期からを視野に入れ、孤立せず安心して活き活きと子育てができる環境づくりに努めます。また、保育園

内に設置された子育て支援拠点施設と地域との連携をさらに密にすることで、地域の子育て力の向上を図り、多様な子育て支援事業を展開

します。 

・「第三次我孫子市保育園等整備計画（改訂版）」に基づき、保育園や認定こども園・幼稚園等の認可定員や利用定員の管理に努め、待機児童

ゼロを堅持し続ける体制づくりに取り組みます。 

・「我孫子市保育園等長寿命化計画」に基づき、公立保育園の安全及び衛生の確保をはじめとした維持管理を図ります。 

・市内の保育園や認定こども園・幼稚園等と連携し、子育てと就労の両立支援策の充実を図るとともに、乳幼児期に質の高い保育・教育等の提

供が受けられるよう指導・調整に努めます。さらに、育ちと学びの接続を重視し、幼児期教育と小学校教育との連携を推進します。 

・「第二次放課後子ども総合プラン行動計画」に基づき、学童保育室とあびっ子クラブ、それぞれの事業の目的に沿って、子ども達の放課後が

充実するよう施設の環境整備や質の向上に努めます。 

・「子ども家庭総合支援拠点」では、育児や家庭環境など子どもと家庭に関する相談や児童虐待の早期発見・早期対応に努めるとともに、関係

機関との連携を強化し、支援を要する妊産婦等にも積極的に働きかけ指導・助言を行います。また、オレンジリボン運動の推進など児童虐

待防止の啓発活動に取り組んでいきます。 

・「子ども家庭総合支援拠点」と「子育て世代包括支援センター」の連携からより一歩前進させるため、令和８年度末までに「こども家庭セン

ター」の設置を目指し、人員体制を整備します。 

・いじめ問題に対しては、教育委員会と連携し「いじめ問題防止対策連絡協議会」を開催し、関係機関相互の連携強化を図り、いじめ防止等の



 

  

対策を推進します。 

・子育てを応援するため、子ども医療費助成をはじめ子育て世帯に対する経済的な負担軽減を、引き続き推進します。 

・「第３期我孫子市子ども発達支援計画」に基づき、発達支援、家族支援、地域支援の充実と機能強化を図り、発達に支援が必要な子どもの乳

幼児期からの一貫した支援体制作りを推進していきます。そのため「療育・教育システム連絡会」において、関係機関との連携を深め、早期

発見からライフステージに応じた切れ目のない支援体制の構築を進めます。 

・発達に支援が必要な子どもが早期に適切な療育支援を受けられるよう、公平、適切、迅速に児童通所支援の利用決定を行うとともに、そのた

めの相談支援体制の充実を図ります。 

・子どもたちの生きる力を育むため、子どもの自然体験・生活体験事業の実施や青少年育成団体の活動を支援します。 



 

部 局 名 子ども部 

部 局 長 名 星 範之 

部の運営方針

に対する総合

評価 

令和４年度からスタートした第四次総合計画基本構想の基本目標の１つである「子どもと子育てにあたたかいまちづくり」や、まち・ひと・し

ごと創生総合戦略の基本目標の１つである「あびこで子どもを産み、育てたくなるまちづくり」、第四次子ども総合計画の基本理念である「あ

びこの自然やひとの愛に包まれて、すべての子どもが自分らしく育つまち」に基づき、若い世代が我孫子を選び、移り住んでもらえるよう、ま

た、これからもずっと住み続けてもらえるよう子育て・子育ち支援施策を総合的に推進することを念頭に、部の運営方針に基づき、３課が各

事業の適正な実施及び充実に遅滞なく取り組み、子育て・子育ち支援施策の推進が着実に図れたと評価します。 

なお、令和６年度は、物価高騰の影響を踏まえ、認定こども園や保育園等へ給食費にかかる経費についての一部補助を実施することで、子育

て世帯に対し、経済的支援としての物価高騰対策にも取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式第２号

：

１．課の目標（部の運営方針に基づいた取組方針）

２．課の目標への取組結果

３．取組結果に対する評価（所管する事務事業の取組を踏まえた評価）

４．今後の展開（改善や見直しが必要な点、事業など）

課の目標で示したとおり、全取組を実施しました。

子育てへの経済的支援（児童手当拡充、県外医療機関での受給券適用）のうち、県外医療機関での受

給券適用については、令和７年度の適用に向け、継続しての取組となりました。

また、手賀の丘宿泊事業については、令和６年度で取組を終了し、令和７年度は青少年相談員連絡協

議会主催の事業として実施することになりました。

第五次こども総合計画は、子ども・若者計画、子どもの貧困対策計画、放課後児童対策パッケージに

基づく計画及びひとり親自立促進計画を包括した計画として、子ども・子育て会議をより多く開催す

ることで、多くの意見を反映して策定することができました。

児童手当の拡充についても、適正に対応できました。県外医療機関での子ども医療費受給券適用につ

いては、令和7年度からの実施が確実なところまで準備を進めることができました。

学童保育室、あびっ子クラブの運営も順調に行いました。

各事業を引き続き順調に運営していきます。

学童保育室の運営は、共働き世帯の増加に伴いニーズが高まっていきます。子ども達の安全を確保す

るため十分な広さを確保した施設整備が必要となります。

令和６年度

課の目標管理書

部の運営方針に基づき、次のとおり取り組みます。

１．子ども・子育て支援事業計画を兼ねた第四次子ども総合計画を着実に推進します。

２．子ども・若者計画、子どもの貧困対策計画、放課後児童対策パッケージに基づく計画及びひとり

親自立促進計画を包括した第五次子ども総合計画（令和7年度～令和11年度）を策定し、子育て・子

育ち支援策の充実を図ります。

３．子育てを応援するため、ひとり親家庭への支援、子ども医療費の助成、児童手当及び児童扶養手

当等の適正な支給に努め、子育て世帯に対する経済的な負担軽減を推進します。

４．第二次放課後子ども総合プラン行動計画に基づき、学童保育室とあびっ子クラブの一体的な運営

と、保育環境の整備や職員の質の向上、処遇改善に努めます。

５．子どもの成長や自立を促進するため、青少年育成団体の活動を支援し、子どもの自然体験、生活

体験事業を実施します。

課 名 子ども部　子ども支援課



様式第４号 令和 6 事務事業評価表

１．事業概要

２．事業費及び人工（Plan＆Do）

３．指標及び実績値（Plan＆Do）

令和９年度

４．事業に対する評価（Check）

５．今後の方向性（Action）

基本計画における

位置づけ

基本施策名 ３－１　妊娠・出産・子育てへの切れ目ない支援

施策の展開内容

安心して妊娠・出産・子育てができるよう、ライフステージに応じた切れ目ない支援に取り組みます。

多様化する就労形態や市民ニーズに対応した保育・幼児教育の提供を行うとともに、ひとり親家庭への支援など、子

育てしやすい環境づくりを進めます。

子ども医療費の助成をはじめ、経済的な支援を充実します。

事務事業の目的

・概要

子ども・子育て支援法及び次世代育成支援対策推進法に基づく我孫子市子ども総合計画を策定し、施策や事業が計画的・効率的に進められるよう進行管理

を行います。

また、市長の諮問機関として我孫子市子ども・子育て会議を設置し、市民からの意見を計画推進に反映させます。

年度 事業コード： 300

事業名及び

担当部署等

事務事業名 子ども総合計画の策定及び進行管理

担当部署名 子ども部　子ども支援課

（事後評価）

関連する市の計画等 第四次我孫子市子ども総合計画

当該年度

実施事業（Plan）

指：指定事務事業

子ども総合計画の進行管理

次期子ども総合計画の策定

継続費設定事業

債務負担行為設定事業 第五次我孫子市子ども総合計画策定支援業務委託　R6年度　3,608千円

年度 区分 事業費(千円)
過年度繰越分

事業費(千円)
年度

人工

正職員 会計年度等

1.40 0.07

令和5年度 決算見込額 3,202 0 令和5年度  (年度末時点） 2.20 0.09

令和4年度 決算額 83 0 令和4年度  (年度末時点）

0

決算額 3,730 0
年度末時点 2.15

当初予算額 3,882 0

令和6年度

4月1日時点

活動

指標
子ども・子育て会議の開催回数 回

目標値 3 4

0.00
次年度へ繰越 0 0

種別 内容 単位 区分 令和3年度 令和4年度

令和6年度

実績値 3 3

2.15 0.00
補正後予算額 3,882

3 4

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

4 5

5 5 3

　
目標値

目標値

実績値

実績値

実績値

目標値

　
目標値

　

実績値

　
目標値

実績値

現状通り推進する
子ども行政を総合的に推進していくため、第五次我孫子市子ども総合計画に記載されている各事業の進行管理を行い、引き続き推進していき

ます。

評価区分 評価についてのコメント

順調
第五次こども総合計画策定にあたり、子ども・子育て会議をより多く開催することにより多くの意見を反映した計画が策定出来ました。併せ

て、計画に記載されている事業の進行管理を行うことで、各事業の実効性を確保することが出来ました。

今後の方向性 理由及び今後の課題等

実績値
　

目標値



様式第４号 令和 6 事務事業評価表

１．事業概要

２．事業費及び人工（Plan＆Do）

３．指標及び実績値（Plan＆Do）

令和９年度

４．事業に対する評価（Check）

５．今後の方向性（Action）

現状通り推進する
学童保育室の運営は、共働き世帯の増加に伴いニーズが高まっていきます。子ども達の安全を確保するため十分な広さを確保した施設整備が

必要となります。

評価区分 評価についてのコメント

ほぼ順調 子育て支援として、学童保育室の運営を安全に行うことが出来ました。

今後の方向性 理由及び今後の課題等

実績値
　

目標値

実績値
　

目標値

実績値
　

目標値

　
実績値

目標値

実績値

目標値

実績値

　
目標値

20 20

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

16 28

20 20 20活動

指標
学童保育室における事故報告件数 件

目標値 20 20

27.82
次年度へ繰越 0 0

種別 内容 単位 区分 令和3年度 令和4年度

令和6年度

実績値 28 18

2.00 27.82
補正後予算額 208,758 0

決算額 209,099 0
年度末時点 2.00

当初予算額 328,196 0

令和6年度

4月1日時点

2.00 29.66

令和5年度 決算見込額 217,255 0 令和5年度  (年度末時点） 1.80 24.90

令和4年度 決算額 153,144 0 令和4年度  (年度末時点）

債務負担行為設定事業
我孫子市学童保育室及びあびっ子クラブ運営管理業務委託　※すべて「あびっ子クラブ運営管理業務委託料」を含む

二小・新木小：R4~R6　151,017千円　　一小・布佐小・布佐南小：R5~R7　270,658千円　　三小・四小・根戸小：R6~R10　638,485千円

年度 区分 事業費(千円)
過年度繰越分

事業費(千円)
年度

人工

正職員 会計年度等

継続費設定事業

関連する市の計画等
第四次我孫子市子ども総合計画　第二次我孫子市放課後子ども総合プラン行動計画　我孫子市学童保育室・あびっ子クラブ長寿命化計画　第

５次行政改革推進プラン（あびっ子クラブの登録料の見直し）

当該年度

実施事業（Plan）

指：指定事務事業

学童保育室の運営

学童保育室の整備

放課後児童支援員等処遇改善

基本計画における

位置づけ

基本施策名 ３－１　妊娠・出産・子育てへの切れ目ない支援

施策の展開内容

安心して妊娠・出産・子育てができるよう、ライフステージに応じた切れ目ない支援に取り組みます。

多様化する就労形態や市民ニーズに対応した保育・幼児教育の提供を行うとともに、ひとり親家庭への支援など、

子育てしやすい環境づくりを進めます。

子ども医療費の助成をはじめ、経済的な支援を充実します。

事務事業の目的

・概要
保護者の就労や子育てを支援するため、児童が安全に安心して放課後を過ごせる学童保育室を運営していきます。

年度 （事後評価） 事業コード： 306

事業名及び

担当部署等

事務事業名 放課後対策事業

担当部署名 子ども部　子ども支援課



様式第４号 令和 6 事務事業評価表

１．事業概要

指

２．事業費及び人工（Plan＆Do）

３．指標及び実績値（Plan＆Do）

令和９年度

４．事業に対する評価（Check）

５．今後の方向性（Action）

現状通り推進する
子育て世帯への経済的支援は少子化が進む中で必要不可欠であり、国・県・市が一体となって推進していく必要があります。引き続き子育て

世帯に必要な利便性の向上に努めます。

評価区分 評価についてのコメント

順調
児童手当等の各種手当を子育て世帯に対し適正に経済的支援を実施することができました。また、児童手当の拡充にも適正に対応し、県外医

療機関での受給券摘要についても令和7年度からの実施に向け準備を進めています。

今後の方向性 理由及び今後の課題等

実績値
　

目標値

実績値
　

目標値

実績値
　

目標値

　
実績値

目標値

実績値

目標値

実績値

　
目標値

100 100

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

100 100

100 100 100活動

指標
支援を必要とする者に対する適正助成率 ％

目標値 100 100

2.16
次年度へ繰越 0 0

種別 内容 単位 区分 令和3年度 令和4年度

令和6年度

実績値 100 100

7.15 2.16
補正後予算額 2,523,567 0

決算額 2,470,764 0
年度末時点 7.15

当初予算額 2,645,137 0

令和6年度

4月1日時点

6.40 2.99

令和5年度 決算見込額 2,607,544 0 令和5年度  (年度末時点） 7.20 2.15

令和4年度 決算額 2,566,081 0 令和4年度  (年度末時点）

債務負担行為設定事業

年度 区分 事業費(千円)
過年度繰越分

事業費(千円)
年度

人工

正職員 会計年度等

継続費設定事業

ひとり親家庭等医療費助成事業

児童扶養手当支給事業

母子家庭等相談・自立支援事業

関連する市の計画等 第四次我孫子市子ども総合計画

当該年度

実施事業（Plan）

指：指定事務事業

児童手当支給事業

子ども医療費助成事業

未熟児養育医療

ひとり親家庭の支援事業

医療費助成制度拡大事業

子育てへの経済的支援（児童手当拡充、県外医療機関での受給券適用）

基本計画における

位置づけ

基本施策名 ３－１　妊娠・出産・子育てへの切れ目ない支援

施策の展開内容

安心して妊娠・出産・子育てができるよう、ライフステージに応じた切れ目ない支援に取り組みます。

多様化する就労形態や市民ニーズに対応した保育・幼児教育の提供を行うとともに、ひとり親家庭への支援など、子

育てしやすい環境づくりを進めます。

子ども医療費の助成をはじめ、経済的な支援を充実します。

事務事業の目的

・概要
子育て家庭の経済的負担を軽減するため、児童手当の支給、子ども医療費の助成を行うほか、家庭環境に応じた各種支援を行います。

年度 （事後評価） 事業コード： 308

事業名及び

担当部署等

事務事業名 子育てへの経済的支援

担当部署名 子ども部　子ども支援課



様式第４号 令和 6 事務事業評価表

１．事業概要

２．事業費及び人工（Plan＆Do）

３．指標及び実績値（Plan＆Do）

令和９年度

４．事業に対する評価（Check）

５．今後の方向性（Action）

事業内容を見直す
手賀の丘宿泊事業については、令和7年度より市主催ではなく青少年相談員連絡協議会が主催となり実施していきます。各種イベントや青少

年相談員へ適切な支援を行い、様々な体験や活動の機会に触れることが出来る環境づくりに努めます。

評価区分 評価についてのコメント

順調
げんきフェスタやあびこ子どもまつりについては、多くの子ども達が参加し地域に根差したイベントであることが確認できました。企画内容

や運営方法については、年毎に見直しを図り次年度以降に反映し、より一層楽しめるイベントに努めます。

今後の方向性 理由及び今後の課題等

実績値
　

目標値

実績値
　

目標値

実績値
　

目標値

　
実績値

目標値

- -

実績値 中止 中止 100 97

活動

指標

我孫子市青少年相談員連絡協議会が主催する事

業数
回

目標値 4 4

実績値 4 3

成果

指標

手賀の丘宿泊事業参加者アンケートにおける

「参加してよかった」人数の割合
％

目標値 中止 90 90 90 -

4 4 4 4 4

3 3

- -

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

53 35

64 32 -活動

指標
手賀の丘宿泊事業の参加者数 人

目標値 64 64

0.00
次年度へ繰越 0 0

種別 内容 単位 区分 令和3年度 令和4年度

令和6年度

実績値 中止 中止

1.20 0.00
補正後予算額 1,212 0

決算額 1,149 0
年度末時点 1.20

当初予算額 1,316 0

令和6年度

4月1日時点

1.00 0.00

令和5年度 決算見込額 1,174 0 令和5年度  (年度末時点） 1.00 0.00

令和4年度 決算額 397 0 令和4年度  (年度末時点）

債務負担行為設定事業

年度 区分 事業費(千円)
過年度繰越分

事業費(千円)
年度

人工

正職員 会計年度等

継続費設定事業

関連する市の計画等 第四次我孫子市子ども総合計画

当該年度

実施事業（Plan）

指：指定事務事業

あびこ子どもまつり

げんきフェスタ

手賀の丘宿泊事業

青少年相談員事業への支援

基本計画における

位置づけ

基本施策名 ３－４　心豊かにする体験・活動の推進

施策の展開内容
子どもたちが心豊かに成長できるよう、家庭・学校・地域・行政が連携しながら、さまざまな体験や活動に参加でき

る環境づくりを進めます。

事務事業の目的

・概要

子どもたちが心豊かに成長できるよう、家庭・学校・地域・行政が連携しながら、地域に根差したさまざまな体験や活動に参加できる環境づくりを進める

とともに、青少年の健やかな育成に対する地域住民の理解を深める取組を進めます。

年度 （事後評価） 事業コード： 380

事業名及び

担当部署等

事務事業名 子どもの自主性を育むイベントの実施

担当部署名 子ども部　子ども支援課



様式第４号 令和 6 事務事業評価表

１．事業概要

２．事業費及び人工（Plan＆Do）

３．指標及び実績値（Plan＆Do）

令和９年度

４．事業に対する評価（Check）

５．今後の方向性（Action）

現状通り推進する 子ども達の居場所の一つとして、引き続き事業を運営していきます。

評価区分 評価についてのコメント

順調
地域住民（サポーター）の方や学校と連携しながら、子ども達が安全・安心して過ごせる居場所の一つとして事業を実施しました。また、受

益者負担の観点から登録料の見直しを行いました。

今後の方向性 理由及び今後の課題等

実績値
　

目標値

実績値
　

目標値

実績値
　

目標値

　
実績値

目標値

実績値

目標値

実績値

　
目標値

170 170

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

155 161

165 170 170活動

指標
サポーターの登録数 人

目標値 200 160

6.45
次年度へ繰越 0 0

種別 内容 単位 区分 令和3年度 令和4年度

令和6年度

実績値 135 150

2.00 6.45
補正後予算額 71,888 0

決算額 72,070 0
年度末時点 2.00

当初予算額 94,335 0

令和6年度

4月1日時点

1.80 17.51

令和5年度 決算見込額 66,687 0 令和5年度  (年度末時点） 1.80 12.32

令和4年度 決算額 38,852 0 令和4年度  (年度末時点）

債務負担行為設定事業
我孫子市学童保育室及びあびっ子クラブ運営管理業務委託　※すべて「学童保育室運営管理業務委託料」を含む

二小・新木小：R4~R6　151,017千円　　一小・布佐小・布佐南小：R5~R7　270,658千円　　三小・四小・根戸小：R6~R10　638,485千円

年度 区分 事業費(千円)
過年度繰越分

事業費(千円)
年度

人工

正職員 会計年度等

継続費設定事業

関連する市の計画等 第四次我孫子市子ども総合計画　第二次我孫子市放課後子ども総合プラン行動計画　我孫子市学童保育室・あびっ子クラブ長寿命化計画

当該年度

実施事業（Plan）

指：指定事務事業

あびっ子クラブの運営

基本計画における

位置づけ

基本施策名 ３－４　心豊かにする体験・活動の推進

施策の展開内容
子どもたちが心豊かに成長できるよう、家庭・学校・地域・行政が連携しながら、さまざまな体験や活動に参加で

きる環境づくりを進めます。

事務事業の目的

・概要

放課後の子どもたちが安全に安心して遊ぶことができるよう、あびっ子クラブを運営するとともに、地域住民と連携してさまざまな活動の場を通して交流を

図っていきます。

年度 （事後評価） 事業コード： 381

事業名及び

担当部署等

事務事業名 子どもの居場所づくり（あびっ子クラブ）

担当部署名 子ども部　子ども支援課



様式第２号

：

１．課の目標（部の運営方針に基づいた取組方針）

２．課の目標への取組結果

３．取組結果に対する評価（所管する事務事業の取組を踏まえた評価）

４．今後の展開（改善や見直しが必要な点、事業など）

課の目標で示したとおり、予定していた事業を滞りなく実施しました。

在園児保護者をはじめ、子育て家庭の様々なニーズに対応しながら、滞りなく事業を執行しました。

また、保育園等の施設とも連携を密にし、滞りなく事業を執行しました。

就学前児童数は減少してきているものの、今後も高い保育需要が見込まれるため、待機児童ゼロを堅持するために

は、保育士確保が喫緊の課題となっています。しかし、全国的に保育士不足となっており、会計年度任用職員（保

育士）の新規応募がないため、正規保育士の配置割合を高くすることが必要です。改訂した「我孫子市保育園等整

備計画（第四次）」を基に、実情に沿った整備を検討したうえで進めていきます。

令和６年度

課の目標管理書

１．子育て中の親子が孤立することなく、地域の中で安心して子育てできる環境を整えるとともに、地域や保護者

の「子育て力」を育むため、子育て支援施設を核とした親子の交流、子育て相談、子育て情報、地域支援活動（出

前保育）等さまざまな子育て支援施策を充実を図ります。

また、保育園内に設置された子育て支援拠点施設と地域との連携をさらに密にすることで、地域の子育て力の向上

を図り、多様な子育て支援事業を展開します。

２．次期子ども総合計画の策定に合わせ「第三次我孫子市保育園等整備計画」の見直しを行い、保育園等の待機児

童ゼロを堅持します。

３．質の高い給食を継続・安定して提供するため、公立保育園の給食調理業務を計画的に民間委託へと切り替えて

いきます。令和６年度は、設備面など委託に向けた施設環境が整っている湖北台保育園の給食調理業務を委託しま

す。また、つくし野保育園の給食調理委託に向けて給食調理員専用の休憩室を確保するため、内装改修及び給食調

理室内の老朽化したトイレ改修工事の設計を行います。

４．既存の保育園においては、児童が安全で安心に過ごせるように計画的に施設修繕・改修を進めます。そのた

め、寿保育園では、昭和46年に建設された園舎の老朽化に伴い、子どもの安全・安心な保育環境を確保するため、

園舎の内部補修や給水設備工事等の実施設計を行います。

５．市内の保育園等と連携し、子育てと就労の両立支援策の充実を図るとともに、未就学児に質の高い保育・教育

等の提供ができるように指導・調整に努めます。さらに、育ちと学びの接続を重視し、幼児期教育と小学校教育と

の連携を推進します。

６．こども誰でも通園制度（仮称）の創設に伴い、一時預かり事業のリフレッシュ利用の日数を増やし、事業の拡

充を図ります。

７．ファミリーサポートセンター事業運営及び病児病後児保育事業運営については、委託事業者と連携を密にし、

より利用しやすい事業運営になるよう努めます。また、ファミリーサポートセンターについては、今年度に令和７

年度からの委託事業者を決定します。

８．幼稚園の預かり保育事業に補助し、また連携を密にすることによって、充実させ、就労・介護などをしやすい

環境を作り、保護者支援を促進します。

９．幼稚園児の安全・安心な教育環境を確保するため、施設修繕の費用の一部を補助します。

10．幼稚園から認定こども園等に移行希望のある園に対して支援に努めます。

課 名 子ども部　保育課



様式第４号 令和 6 事務事業評価表

１．事業概要

２．事業費及び人工（Plan＆Do）

３．指標及び実績値（Plan＆Do）

令和９年度

４．事業に対する評価（Check）

５．今後の方向性（Action）

基本計画における

位置づけ

基本施策名 ３－１　妊娠・出産・子育てへの切れ目ない支援

施策の展開内容

安心して妊娠・出産・子育てができるよう、ライフステージに応じた切れ目ない支援に取り組みます。

多様化する就労形態や市民ニーズに対応した保育・幼児教育の提供を行うとともに、ひとり親家庭への支援など、子

育てしやすい環境づくりを進めます。

子ども医療費の助成をはじめ、経済的な支援を充実します。

事務事業の目的

・概要

地域の中で安心して子育てが出来るよう、地域の人や事業者と連携し、乳幼児や保護者同士が交流できる場の提供や一時的に子どもを預けることができる

制度など、ニーズに応じたさまざまな事業を行っていきます。

年度 事業コード： 301

事業名及び

担当部署等

事務事業名 地域での子育て支援の充実

担当部署名 子ども部　保育課

（事後評価）

関連する市の計画等 我孫子市子ども総合計画

当該年度

実施事業（Plan）

指：指定事務事業

ファミリーサポートセンター事業の推進

一時預かり事業

企業参加の子育て支援

子育てサポーターの養成と地域活動の推進

病児・病後児保育事業

継続費設定事業

利用者支援事業

子育て支援拠点事業

市立保育園の地域子育て事業

債務負担行為設定事業 ファミリーサポートセンター事業運営委託　R6～9年度　39,600千円

年度 区分 事業費(千円)
過年度繰越分

事業費(千円)
年度

人工

正職員 会計年度等

3.30 8.80

令和5年度 決算見込額 76,015 0 令和5年度  (年度末時点） 3.20 8.80

令和4年度 決算額 71,214 0 令和4年度  (年度末時点）

0

決算額 43,835 0
年度末時点 2.60

当初予算額 77,555 0

令和6年度

4月1日時点

活動

指標
子育て支援センター利用者数 人

目標値 36,861 36,861

9.60
次年度へ繰越 0 0

種別 内容 単位 区分 令和3年度 令和4年度

令和6年度

実績値 22,100 29,641

2.60 8.80
補正後予算額 74,120

36,861 36,861

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

36,936 39,698

36,861 36,861 36,861

　
目標値

目標値

実績値

実績値

実績値

目標値

　
目標値

　

実績値

　
目標値

実績値

現状通り推進する 保護者のニーズに寄り添い、必要な支援を提供していくことが引き続き必要になります。

評価区分 評価についてのコメント

順調 地域の中で安心して子育てができるよう、様々な子育て支援を提供しました。

今後の方向性 理由及び今後の課題等

実績値
　

目標値



様式第４号 令和 6 事務事業評価表

１．事業概要

指

指

２．事業費及び人工（Plan＆Do）

３．指標及び実績値（Plan＆Do）

令和９年度

４．事業に対する評価（Check）

５．今後の方向性（Action）

事業内容を見直す

・保育需要が増加する中、保育園運営事業等を現状通り推進するためには、保育士の確保が課題となっています。

・私立保育園等及び私立幼稚園への補助金について、市の財政状況を踏まえ、削減する方向で見直しを実施していきます。

・休日保育事業は、事業内容の見直しを行った結果、令和6年度をもって終了します。

評価区分 評価についてのコメント

順調 必要な家庭に保育を提供し、安心して子育てができる環境を提供しました。

今後の方向性 理由及び今後の課題等

実績値
　

目標値

実績値
　

目標値

実績値
　

目標値

　
実績値

目標値

実績値

目標値

実績値

　
目標値

100 100

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

100 100

100 100 100活動

指標
保育園への入園を希望する児童の入園率 ％

目標値 100 100

80.80
次年度へ繰越 0 0

種別 内容 単位 区分 令和3年度 令和4年度

令和6年度

実績値 100 100

73.90 76.80
補正後予算額 4,733,659 0

決算額 4,610,047 0
年度末時点 74.90

当初予算額 4,341,086 0

令和6年度

4月1日時点

67.70 100.00

令和5年度 決算見込額 4,398,681 0 令和5年度  (年度末時点） 73.10 76.00

令和4年度 決算額 4,327,875 14,484 令和4年度  (年度末時点）

債務負担行為設定事業 湖北台保育園給食調理業務委託　R6～R8年度　38,808千円

年度 区分 事業費(千円)
過年度繰越分

事業費(千円)
年度

人工

正職員 会計年度等

継続費設定事業

つくし野保育園の改修

私立保育園・管外保育園への保育実施委託 寿保育園高圧受電設備更新事業

私立保育園運営費補助金交付事業 幼稚園・保育園給食費補助

私立保育園等施設整備への補助

関連する市の計画等 我孫子市子ども総合計画

当該年度

実施事業（Plan）

指：指定事務事業

休日保育事業 幼稚園における子育て支援事業の実施

保育園・幼稚園の放射能対策 市立保育園園舎等補修事業

産休・育休予約事業 世代間交流事業の促進

市立保育園運営事業

私立幼稚園の運営支援

障害児保育・統合保育事業

基本計画における

位置づけ

基本施策名 ３－１　妊娠・出産・子育てへの切れ目ない支援

施策の展開内容

安心して妊娠・出産・子育てができるよう、ライフステージに応じた切れ目ない支援に取り組みます。

多様化する就労形態や市民ニーズに対応した保育・幼児教育の提供を行うとともに、ひとり親家庭への支援など、子

育てしやすい環境づくりを進めます。

子ども医療費の助成をはじめ、経済的な支援を充実します。

事務事業の目的

・概要

・安心して子どもを産み育てられるよう、保育ニーズに応じた人材の確保と保育の質の向上に取り組みます。

・保護者の多様なニーズに対応するため、幼稚園などさまざまな子育てのための施設の利用者支援や延長保育に対する支援を行います。

年度 （事後評価） 事業コード： 302

事業名及び

担当部署等

事務事業名 未就学児の教育・保育環境の充実

担当部署名 子ども部　保育課



様式第２号

：

１．課の目標（部の運営方針に基づいた取組方針）

２．課の目標への取組結果

３．取組結果に対する評価（所管する事務事業の取組を踏まえた評価）

４．今後の展開（改善や見直しが必要な点、事業など）

課の目標で示した通り、すべての取り組みを実施しました。

令和4年に起きた傷害致死事件の裁判をすべて傍聴し、これまでの取り組みを振り返るとともに、今後

の課題を整理し、新たな対応策を打ち立てるための議論を繰り返し行いました。

すべての事業において、順調に取り組み無事に遂行することができました。

我孫子市公式LINEを活用した「子ども・子育て相談窓口」も順調に運用を行い、相談者から好反応を

得ることができました。

「こども家庭センター」については、令和8年度4月1日の設置を目標として令和7年度中に体制を整備

することとします。

令和６年度

課の目標管理書

部の運営方針に基づき、次の通り取り組みます。

１．「子ども家庭総合支援拠点」としての機能を維持しながら、健康づくり支援課内の「子育て世代

包括支援センター」との連携をより強固にするため、令和8年度までに「こども家庭センター」を設置

することを目指し、人員体制を整備するとともに、子ども自身や保護者からの相談に的確な支援を行

います。

２．子どもへの虐待による重大事態を二度と起こさないよう、保育園や学校等子どもが所属する機関

の他、関係機関と連携を取りながら迅速かつ確実な支援を行うとともに、保護者に寄り添える相談体

制を整備します。

３．子ども自身の悩みごとや子育ての困りごとを相談できる、「子ども・子育て相談窓口」を、我孫

子市公式LINE上に設置し、ヤングケアラーの相談も受け付けます。

４．日ごろから関係機関と情報共有、連絡調整を行うとともに、「子ども虐待等防止対策地域協議

会」において、支援の方針や方法の確認を行い、問題解決に向けて支援の進行管理を行います。

５．子ども虐待防止についての啓発活動を進めます。

６．児童発達支援事業では、子ども相談支援事業所においてサービス利用の支援をしつつ、併せて迅

速で適切な支給決定を行います。

７．教育委員会と連携し、「いじめ防止対策連絡協議会」を開催して連携を図るほか、いじめによる

重大事態が発生した場合、確実な対応を進めます。

課 名 子ども部　子ども相談課



様式第４号 令和 6 事務事業評価表

１．事業概要

指

２．事業費及び人工（Plan＆Do）

３．指標及び実績値（Plan＆Do）

令和９年度

４．事業に対する評価（Check）

５．今後の方向性（Action）

基本計画における

位置づけ

基本施策名 ３－１　妊娠・出産・子育てへの切れ目ない支援

施策の展開内容

安心して妊娠・出産・子育てができるよう、ライフステージに応じた切れ目ない支援に取り組みます。

多様化する就労形態や市民ニーズに対応した保育・幼児教育の提供を行うとともに、ひとり親家庭への支援など、子

育てしやすい環境づくりを進めます。

子ども医療費の助成をはじめ、経済的な支援を充実します。

事務事業の目的

・概要

虐待、育児、不登校、非行、いじめ、健康、障害、教育など子どもに関するあらゆる相談に対して、児童相談所や学校、警察などの関係機関との連携を強化

し、適切に対応できる体制の充実を図ります。

年度 事業コード： 305

事業名及び

担当部署等

事務事業名 子ども総合相談の推進

担当部署名 子ども部　子ども相談課

（事後評価）

関連する市の計画等 子ども総合計画

当該年度

実施事業（Plan）

指：指定事務事業

子ども短期入所事業

子ども総合相談の推進（LINEアプリの活用）

いじめ問題対策連絡協議会等の運営

子ども虐待防止・援助活動の推進

継続費設定事業

債務負担行為設定事業

年度 区分 事業費(千円)
過年度繰越分

事業費(千円)
年度

人工

正職員 会計年度等

5.00 2.92

令和5年度 決算見込額 4,817 0 令和5年度  (年度末時点） 4.29 2.95

令和4年度 決算額 3,993 0 令和4年度  (年度末時点）

0

決算額 8,014 0
年度末時点 3.30

当初予算額 4,829 0

令和6年度

4月1日時点

活動

指標

虐待相談を含めた子どもに関する年間相談受付件

数
件

目標値 600 700

3.44
次年度へ繰越 0 0

種別 内容 単位 区分 令和3年度 令和4年度

令和6年度

実績値 867 876

4.25 3.84
補正後予算額 5,014

750 750

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

878 828

750 750 750

73 73 73 73 73

81 77

　
目標値

成果

指標
子どもに関する相談のうち、終結件数の割合 ％

目標値 73 73

実績値 80 80

実績値

実績値

目標値

　
目標値

　

実績値

　
目標値

実績値

事業を拡大する
こども家庭センターの設置と運用を開始し、現在の機能を維持しながら母子保健担当との連携を強化し、より良い相談しやすい体制を整備し

ます。

評価区分 評価についてのコメント

順調 すべての事務事業を滞りなく遂行し、新たな相談窓口の設置運用についても対象者から好評であったため、順調と評価しています。

今後の方向性 理由及び今後の課題等

実績値
　

目標値



様式第４号 令和 6 事務事業評価表

１．事業概要

２．事業費及び人工（Plan＆Do）

３．指標及び実績値（Plan＆Do）

令和９年度

４．事業に対する評価（Check）

５．今後の方向性（Action）

現状通り推進する
発達に支援が必要な子どもに適切なサービスを迅速に提供することで、日常生活への適応に効果的な役割を担っているため、引き続き推進し

ます。

評価区分 評価についてのコメント

順調
事業の利用者及び利用日数ともに増加の一途をたどっていますが、療育を必要とする子どもに対し、手続きが滞ることなく迅速に支給決定す

ることができたため、順調と評価します。利用率は下がっていますが、利用希望者が利用できない状況ではありません。

今後の方向性 理由及び今後の課題等

実績値
　

目標値

実績値
　

目標値

実績値
　

目標値

　
実績値

目標値

実績値

成果

指標
児童通所支援利用率 %

目標値 92 93

実績値 93 93

　
目標値

95 95 95 95 95

97 92

450 450

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

543 618

450 450 450活動

指標
児童相談支援支給決定者数 人

目標値 360 400

0.74
次年度へ繰越 0 0

種別 内容 単位 区分 令和3年度 令和4年度

令和6年度

実績値 456 489

1.50 0.94
補正後予算額 816,914 0

決算額 807,477 0
年度末時点 1.50

当初予算額 697,526 0

令和6年度

4月1日時点

1.40 0.74

令和5年度 決算見込額 674,418 0 令和5年度  (年度末時点） 1.50 0.76

令和4年度 決算額 581,466 0 令和4年度  (年度末時点）

債務負担行為設定事業

年度 区分 事業費(千円)
過年度繰越分

事業費(千円)
年度

人工

正職員 会計年度等

継続費設定事業

関連する市の計画等 子ども総合計画

当該年度

実施事業（Plan）

指：指定事務事業

児童発達支援事業

基本計画における

位置づけ

基本施策名 ３－２　子どもの成長に応じた発達への支援

施策の展開内容
家庭・保育園・認定こども園・幼稚園・学校や地域などと連携しながら、子どもの成長に応じた切れ目のない支援に

取り組みます。

事務事業の目的

・概要

発達に支援が必要な子どもが早期に適切な支援を受けられるよう、公平、適切、迅速に児童通所支援の利用可能日数の決定を行うとともに、そのための相談

支援体制の充実を図ります。

年度 （事後評価） 事業コード： 331

事業名及び

担当部署等

事務事業名 児童発達支援事業

担当部署名 子ども部　子ども相談課



様式第２号

：

１．課の目標（部の運営方針に基づいた取組方針）

２．課の目標への取組結果

３．取組結果に対する評価（所管する事務事業の取組を踏まえた評価）

４．今後の展開（改善や見直しが必要な点、事業など）

　課の目標で示したとおり、全取り組みを実施しました。ライフダイアリーの活用について、出生届

提出時の全戸配布を終了し、配布対象を発達に支援が必要な子へと焦点化し、関係機関や保護者が利

用しやすいように様式を見直すことにしました。また、あらき園からの給食搬入について、令和7年

度の工事に向けて設計が完了しました。

　「第３期子ども発達支援計画」に基づき、子どもとその家族に対して、療育や相談の支援を行いま

した。地域の療育の拠点施設としての重要な役割である地域支援は、民間児童通所支援事業所への

スーパーバイズコンサルテーションの実施に向けてアンケート調査を行い準備を進めました。「療

育・教育システム連絡会」を活用し、関係機関との連携を強化し、切れ目ない支援の推進を行いまし

た。年間を通して、適正な事業の実施ができたと評価しています。

　引き続き事業を着実に推進するとともに、安心して地域の療育施設を利用できるように民間児童通

所支援事業所への支援と連携を強化していきます。

令和６年度

課の目標管理書

部の運営方針に基づき、次のとおり目標を設定して取り組みます。

〇障害が確定されている子どもや発達に支援が必要な子どもが、健やかに成長するためには、早期か

らの療育的支援が必要です。そのために関係機関が連携し、１歳６ヵ月児健診、３歳児健診、５歳児

健診、就学時健診及び子育て相談を実施することで早期発見に努め、個々のニーズに合わせた療育支

援を実施します。

○発達に支援が必要な子どもとその家族に対して、早期支援、家族支援、発達支援、地域支援の充実

を図ります。

○第３期子ども発達支援計画に基づき、発達に支援が必要な子どもとその家族が乳幼児期から学齢期

まで健やかで安定した生活が地域で送れるよう、療育・教育システム連絡会を通じて支援機関の連携

を図り、ライフステージに応じた一貫した支援を提供します。

○発達支援の専門性を活かして、地域の幼稚園及び保育園職員や民間児童通所事業所の訪問指導や、

職員への研修会等を行います。

○ライフダイアリーを有効に活用できるよう、ライフダイアリーの在り方や配布方法等について検討

をします。

〇あらき園厨房からの給食の搬入方法について、改修の設計を行います。

〇施設を安全に利用できるよう、施設の点検と整備を計画的に行います。

課 名 子ども部　子ども相談課　こども発達センター



様式第４号 令和 6 事務事業評価表

１．事業概要

２．事業費及び人工（Plan＆Do）

３．指標及び実績値（Plan＆Do）

令和９年度

４．事業に対する評価（Check）

５．今後の方向性（Action）

基本計画における

位置づけ

基本施策名 ３－２　子どもの成長に応じた発達への支援

施策の展開内容
家庭・保育園・認定こども園・幼稚園・学校や地域などと連携しながら、子どもの成長に応じた切れ目のない支援に

取り組みます。

事務事業の目的

・概要
就学時などライフステージに応じた切れ目のない専門的な発達支援が行えるよう、医療、保健、福祉、教育分野のさらなる連携強化を図ります。

年度 事業コード： 330

事業名及び

担当部署等

事務事業名 切れ目のない発達支援体制の充実

担当部署名 子ども部　こども発達センター

（事後評価）

関連する市の計画等 我孫子市子ども発達支援計画、第５次行政改革推進プラン（こども発達センターの業務手法の見直し）

当該年度

実施事業（Plan）

指：指定事務事業

こども発達センター施設の維持管理

就学に関する相談・支援業務

療育・教育システムの構築

あらき園・こども発達センター厨房施設あり方検討

継続費設定事業

債務負担行為設定事業

年度 区分 事業費(千円)
過年度繰越分

事業費(千円)
年度

人工

正職員 会計年度等

1.36 0.66

令和5年度 決算見込額 9,488 0 令和5年度  (年度末時点） 1.40 0.80

令和4年度 決算額 7,992 0 令和4年度  (年度末時点）

0

決算額 9,020 0
年度末時点 1.90

当初予算額 9,638 0

令和6年度

4月1日時点

活動

指標
施設の維持管理、運営 ％

目標値 100 100

0.60
次年度へ繰越 0 0

種別 内容 単位 区分 令和3年度 令和4年度

令和6年度

実績値 100 100

1.90 0.60
補正後予算額 9,370

100 100

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

100 100

100 100 100

100 100 100 100 100

100 100

活動

指標
療育・教育システム連絡会の会議開催回数 回

目標値 3 2 3 2 2

活動

指標

こども発達センターを利用する年長児童とその

保護者に対して支援した割合
％

目標値 100 100

実績値 100 100

3 2

実績値 1 2 3 2

実績値

目標値

　
目標値

　

実績値

　
目標値

実績値

現状通り推進する
ライフステージに応じた切れ目のない発達支援を行っていくため、関係機関とのさらなる連携を強化すること、安全に療育を受けられるため

に施設維持管理は必要不可欠であることから、現状通り事業を推進します。

評価区分 評価についてのコメント

ほぼ順調 ライフステージに応じた切れ目のない発達支援を関係機関と連携を図り、事業を滞りなく実施することができました。

今後の方向性 理由及び今後の課題等

実績値
　

目標値



様式第４号 令和 6 事務事業評価表

１．事業概要

２．事業費及び人工（Plan＆Do）

３．指標及び実績値（Plan＆Do）

令和９年度

４．事業に対する評価（Check）

５．今後の方向性（Action）

現状通り推進する
子どもの発達過程や特性に配慮した支援やその家族に対する支援を行うため、適切な計画の作成やサービス調整、関係機関との連携が必要で

す。子ども一人ひとりの成長に応じた切れ目のない支援を行うため、今後も現状通り事業を推進していきます。

評価区分 評価についてのコメント

ほぼ順調

子ども一人ひとりの発達に応じた支援のため関係機関や地域等と連携を取りながら体制の充実を図りました。子どもの発達に応じたきめ細や

かな支援やその家族への支援を適切に行うことができました。児童発達支援事業については、目標値を達成することができませんでしたが、

欠席の理由は体調不良や通院によるものがほとんどでした。

今後の方向性 理由及び今後の課題等

実績値
　

目標値

実績値
　

目標値

実績値
　

目標値

活動

指標

保育所等訪問支援が必要な子どもに対して支援し

た割合
％

100 100 100 100 100

実績値 100 100 100 100

目標値 100 100

575 580

実績値 540 565 604 703

活動

指標
児童発達支援事業利用児の出席率 ％

目標値 80 83

実績値 80 84

活動

指標
相談支援専門員による児童支援利用計画の作成数 件

目標値 550 560 570 575 575

85 87 85 85 89

85 82

100 100

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

100 100

100 100 100活動

指標

受理面接をした子どもとその保護者に対して支援

をした割合
％

目標値 100 100

16.90
次年度へ繰越 0 0

種別 内容 単位 区分 令和3年度 令和4年度

令和6年度

実績値 100 100

14.50 16.90
補正後予算額 26,495 0

決算額 36,141 0
年度末時点 14.50

当初予算額 26,787 0

令和6年度

4月1日時点

13.36 18.89

令和5年度 決算見込額 24,242 0 令和5年度  (年度末時点） 13.10 18.60

令和4年度 決算額 19,272 0 令和4年度  (年度末時点）

債務負担行為設定事業

年度 区分 事業費(千円)
過年度繰越分

事業費(千円)
年度

人工

正職員 会計年度等

継続費設定事業

理学療法士による相談・訓練

心理相談員による相談・訓練

児童発達支援事業所「ひまわり」による発達支援

関連する市の計画等 我孫子市子ども発達支援計画

当該年度

実施事業（Plan）

指：指定事務事業

あそびの教室による早期支援

ケースワーカーによる相談・調整

言語聴覚士による相談・訓練

作業療法士による相談・訓練

相談支援事業所「なの花」の相談支援専門員による児童支援利用計画の作成

保育所等訪問支援事業所「おひさま」による発達支援

基本計画における

位置づけ

基本施策名 ３－２　子どもの成長に応じた発達への支援

施策の展開内容
家庭・保育園・認定こども園・幼稚園・学校や地域などと連携しながら、子どもの成長に応じた切れ目のない支援に

取り組みます。

事務事業の目的

・概要

・子ども一人ひとりの発達に応じた、質の高い発達支援を実施するため、体制の充実を図ります。

・発達に支援が必要な子どもが、状況に合わせた合理的配慮を受けてのびのびと地域のなかで生活できるよう、幼稚園や保育園、認定こども園、学校などに

おいて、発達特性に対する理解や、困難を感じる環境を調整することへの理解を深める取組を進めます。

年度 （事後評価） 事業コード： 332

事業名及び

担当部署等

事務事業名 地域と連携した子どもの発達への支援

担当部署名 子ども部　こども発達センター



様式第４号 令和 6 事務事業評価表

１．事業概要

２．事業費及び人工（Plan＆Do）

３．指標及び実績値（Plan＆Do）

令和９年度

４．事業に対する評価（Check）

５．今後の方向性（Action）

事業内容を見直す

ライフダイアリーについては、平成28年度から出生届提出時に全戸への配布を行ってきましたが、アンケート調査により活用率が低かったた

め、全戸への配布は終了します。今後は、配布対象を焦点化して、保護者と支援者双方にとって活用しやすいように様式を見直していきま

す。

評価区分 評価についてのコメント

ほぼ順調
発達に支援が必要な子どもと障害のある子どもを早期に発見し、早期療育につなげ、子どもの発達支援や保護者の相談や支援を行い、保護者

が安心して子育てができるように支援することができました。

今後の方向性 理由及び今後の課題等

実績値
　

目標値

実績値
　

目標値

実績値
　

目標値

　
実績値

目標値

実績値

活動

指標

幼児健診、子育て相談などにおいて、相談実施

件数
件

目標値 360 350

実績値 410 345

　
目標値

350 350 315 310 350

389 389

215 760

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

677 677

760 760 220活動

指標
ライフダイアリーの配布数 冊

目標値 760 760

0.20
次年度へ繰越 0 0

種別 内容 単位 区分 令和3年度 令和4年度

令和6年度

実績値 711 726

0.30 0.20
補正後予算額 471 0

決算額 419 0
年度末時点 0.30

当初予算額 471 0

令和6年度

4月1日時点

0.40 0.10

令和5年度 決算見込額 359 0 令和5年度  (年度末時点） 0.40 0.20

令和4年度 決算額 282 0 令和4年度  (年度末時点）

債務負担行為設定事業

年度 区分 事業費(千円)
過年度繰越分

事業費(千円)
年度

人工

正職員 会計年度等

継続費設定事業

関連する市の計画等 我孫子市子ども発達支援計画

当該年度

実施事業（Plan）

指：指定事務事業

ライフダイアリー普及事業

発達支援に関する専門職員の派遣

基本計画における

位置づけ

基本施策名 ３－２　子どもの成長に応じた発達への支援

施策の展開内容
家庭・保育園・認定こども園・幼稚園・学校や地域などと連携しながら、子どもの成長に応じた切れ目のない支援に

取り組みます。

事務事業の目的

・概要

発達に支援が必要な子どもを育てる家庭において重要な保護者の「気づき」を促し、発達特性や障害への理解の促進と親子の愛着関係を育めるように家族

への支援を行うとともに、発達に支援が必要な子どもの早期発見につながる取組を進めます。

年度 （事後評価） 事業コード： 333

事業名及び

担当部署等

事務事業名 発達支援が必要な子どもの早期発見

担当部署名 子ども部　こども発達センター


